
 
 

 

JSR（株）における 

          研究開発 30 年 

小宮 全 氏 

平成 28年 9月 23日（金）14:35~15:15 

北海道大学 理学部 ７号館 ３−１０室 

JSR株（旧日本合成ゴム株）はこの３０年間で業容を大きく変えて
きた。石油化学製品である合成ゴム中心の業態から、半導体、電子
材料、液晶ディスプレイ材料など、いわゆる機能化学品の分野に業
態を拡大した。その変革を研究開発の立場から紹介する。また、企
業における研究開発の特徴についても触れたい。 

JSR（株）研究開発部長  
   兼 筑波研究所所長 

講師紹介：1983年北海道大学理学研究科博士課程修了。卒業講座
は化学第二学科の有機反応論講座（西田先生）。終了後 JSR（当時
日本合成ゴム）に入社。1990~1992 年は MIT 博士研究員。JSR
に戻り、研究開発、事業開発などを担当。 

Ambitious 物質科学セミナー 

連絡先：北海道大学大学院理学研究院化学部門 稲辺 保 
   （Tel: 011-706-3510, Mail: inabe@sci.hokudai.ac.jp） 


